ORAL COMMUNICATION
Revised EXPRESSWAYS II  年間学習指導計画案

１．到達目標

	1.　幅広い話題（芸術，環境，文化，日常生活など）について，情報や考えなどを整理して英語で発表したり，話し合ったりする能力を身に付けます。
2.　英語で積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育てます。


２．学習指導計画および評価方法

（１）学習指導計画等

	学

期
	月
	学 習 内 容 と ね ら い
	備　考

(学習活動の

特記事項)
	考査

範囲

	第

１

学

期


	4
	1  Discussion

＜題材＞ディスカッションとは何か，自分自身の意見を表現する方法，話し合いの進め方などをFOCUSごとに練習します。

＜機能・表現＞英語によるあいさつ，写真描写，ディスカッションの方法を学びます。

＜言語材料＞ S+V+O (O=which節) / S+V+O+C (C=現在分詞) / 関係副詞の非制限用法 など
	ディスカッションの仕方についてグループで話し合います。
	第

１

学

期

中

間

考

査


	
	4
	2  Dangerous Sports

＜題材＞スカイダイビング，スキューバダイビング，自動車レース，バンジージャンプなど，人気はあるが危険を伴うスポーツについて，自分の意見を深めていきます。

＜機能・表現＞聞いたことを要約する，特定のスポーツを詳しく説明する，予測して意見を述べる方法を学びます。

＜言語材料＞仮定法 / such as / Which sports do you think ～? / Why don’t you ～? など
	興味のあるスポーツについて英語で説明し，その危険性について意見を含めながら話し合います。
	

	
	5
	3  Destruction of Rain Forests
＜題材＞熱帯雨林の問題について現状を知り，原因を追究し，解決する方法を表現します。

＜機能・表現＞分数表現，事実に対して自分の気持ちを述べる，全体に語りかけるときの話し方を学びます。

＜言語材料＞ S+V+O (O=how節) / S+V(be)+C (C=that節) / 助動詞＋受け身 / 受け身の進行形 / I’m shocked to know ～ / as a matter of fact など
	世界の環境問題について，自分の考えを含めながら，解決方法をグループで考えます。
	

	
	5
	4  Pollution on Mt. Fuji
＜題材＞環境汚染の問題について富士山の例をもとにインターネット上の記事を参照して表現し，さらにそれを解決する方法を考えていきます。

＜機能・表現＞事実を的確に表現し，論理的な解決方法を表現する話し方を学びます。

＜言語材料＞ S+V+O (O=how節) / S+V+O+C (C=過去分詞) / It＋be＋～＋that節 / 分詞構文 / I was surprised that ～ / I was disappointed that [to see] ～ / I’m sorry to say ～ / can’t help doing / as long as など
	身近なところでの環境問題についてペアやグループで話し合い，解決方法を学びます。
	

	第

１

学

期

第

１

学

期


	5
	5  Public Manners
＜題材＞バスに乗車するときのマナーや電車の中，授業中などの身近なマナーについて事実を述べながら話し合いを進めていく方法を学びます。

＜機能・表現＞イラストを描写し，事実を述べながら自分の意見を表現します。

＜言語材料＞ S+V+O+C (C=原形不定詞) / 仮定法 / 過去完了形 / 分詞構文 / 倒置 / so ～ that … / it’s ～ not to do / even if [when] など
	公共の場でのマナーを自分の経験を交えながら，クラスで話し合います。
	第

１

学

期

期

末

考

査



	
	5
	6  Global Warming
＜題材＞地球温暖化について世界の状況を知り，どのように二酸化炭素の排出を低下させていくのか自分の考えを述べる方法を学びます。

＜機能・表現＞世界で起きている地球温暖化のさまざまな問題について，棒グラフや円グラフを読み取り，説明していきます。

＜言語材料＞ S+V(be)+C (C=that節) / 関係代名詞の非制限用法 /助動詞＋受け身 / mightの独立用法 / such as など
	地球温暖化について身近に起きていることを考えながら，解決策をクラスで話し合います。
	

	
	6
	7  Volunteer Work
＜題材＞イギリスにおける慈善団体の活動について学び，世界で行われているボランティア活動に目を向けながらボランティアへの考えを深めていきます。

＜機能・表現＞自分が活動してみたいボランティアの具体例を述べ，意見を交換します。

＜言語材料＞ S+V+C (C=過去分詞) / S+V+O+C (C=原形不定詞) / S+V+O+O (O=how to) / 関係代名詞の非制限用法 / 現在完了の受け身 / I’m grateful (that) ～ など
	世界で行われているボランティア活動について知り，日本人の活躍についてもクラスで考え，話し合います。
	

	
	6
	8  Fashion
＜題材＞19世紀の西洋ファッションと現代のファッションの違いを知り，ファッションの有用性，重要性について話し合います。

＜機能・表現＞写真を描写し，ファッションのもたらす影響を述べる方法について学びます。

＜言語材料＞ S+V+O (O=where節) / S+V+O+O (O=what節) / 前置詞＋関係代名詞 / even though など
	19世紀の西洋ファッションと現代のファッションを比べ，その機能性についてグループで話し合います。
	

	
	6
	9  City Life or Country Life?
＜題材＞都会での生活と田舎での生活についてのメリット，デメリットについて比べながら考えを深めていきます。

＜機能・表現＞イラストを適切に描写し，想像しながら話を展開していく方法を学びます。

＜言語材料＞ S+V(be)+C (C=that節・when節・because節) / S+V+O+O (O=that節・how節) / S+V+O+C (C=原形不定詞) / 主語＋seem＋to不定詞 / 前置詞＋関係代名詞 / 仮定法 など
	都市と田舎での生活を比較しながら，自分たちの意見をグループで話し合います。
	

	
	6
	10  Studying English Abroad
＜題材＞近年の日本人留学生の増加についてその傾向を学び，留学する際に困ること，その利点と欠点について学びます。

＜機能・表現＞日本人留学生の増加傾向について棒グラフによる年ごとの比較を元にディスカッションします。

＜言語材料＞ S+V+O (O= what節) / S+V+C (C=過去分詞) / S+V+O+O (O=that節) / 関係代名詞の非制限用法 / 分詞構文 / 助動詞＋受け身 / so far / no matter where など
	留学についてその利点と欠点を見比べながら，クラスで話し合います。
	

	
	7
	11  Debate
＜題材＞ディベートの歴史，方法，採決の仕方，論理的に意見を述べる方法などについて学び，制服の是非などの例をもとに実際のディベートのやり方を学びます。

＜機能・表現＞ディベートを行う準備，展開の仕方を学びます。

＜言語材料＞ S+V(be)+C (C=that節) / S+V+O+C (C=原形不定詞) / 関係代名詞の非制限用法 / 仮定法 / 代名詞のうちitが名詞用法の句をさすもの など
	クラス全体でディベートが行えるように，あらかじめ自分の意見を考えさせてから行います。
	

	
	7
	12  Future Careers
＜題材＞タケシが考える将来設計をもとに，自分たちの将来について考えを深めながら，ディベートをする能力を高めていきます。

＜機能・表現＞「誰でも好きな仕事をすべきである」という命題について賛成・反対の理由を考え，ディベートの仕方を学びます。

＜言語材料＞ S+V+O (O=what節) / have to＋受け身 / so that + S+V など
	与えられた命題について職業に対する賛成・反対の意見をクラス全体で言えるように，考えを深めていきます。
	

	
	【課題・提出物等】

1.　授業中に使用するハンドアウト　2.　コミュニケーション活動の自己評価用紙

	
	【第１学期の評価方法】

1.　定期考査成績，グループ活動参加態度，ハンドアウトの提出物，自己評価用紙で評価

2.　評価の割合は定期考査５０％，平常点（提出物，授業態度）３０％，自己評価用紙２０％



	第

２

学

期
第

２

学

期


	9
	13  Globalization
＜題材＞グローバリゼーションとは何か，国際的にどのような影響を与えるのかについて説明した文を読み，ディベートを行います。
＜機能・表現＞「グローバリゼーションは誰にとっても良いことだ」という命題について賛成・反対の理由を考えてディベートを行います。
＜言語材料＞ S+V+O+C (C=原形不定詞) / 代名詞のうちitが名詞用法の句をさすもの / 関係副詞 など
	与えられた命題についてあらかじめ各自で検討した後，クラス全体でディベートを行います。
	第

２

学

期

中

間

考

査



	
	9
	14  Why Do You Learn English?
＜題材＞日本人が英語を学ぶ理由について，社会的，国際的状況を考え，ディベートを行います。
＜機能・表現＞「英語を日本の第二公用語にすべきである」という命題について，賛成・反対の理由を考えてディベートを行います。
＜言語材料＞ S+V+O (O=why節) / 助動詞＋受け身など
	英語を学ぶことに対する意識を高め，クラス全体で英語を学ぶことに対する是非についてディベートを行います。
	

	
	10
	15  Food and Health
＜題材＞米国の保健機関の調査をもとに，肥満を防ぐ食生活はどのようにすべきか，日頃の食生活を振り返りながらディベートを行います。
＜機能・表現＞「ジャンク・フードやカロリーの高い食べ物は絶対に食べるべきではない」という命題について，賛成・反対の理由を考えてディベートを行います。
＜言語材料＞ S+V(be)+C (C=that節) / S+V+O+C (C=原形不定詞) / It＋be＋～＋that節 / 関係副詞 / stop ～ from doing / as long as など
	健康的な食生活についてクラス全体でディベートを行い，自分自身の食生活を見直します。
	

	
	10
	16  Using Chopsticks
＜題材＞日本では伝統的にはしを使用していますが，きちんと使える人が減ってきています。はしの正しい使い方を英語で説明できるようにし，はしの使い方についてディベートを行います。
＜機能・表現＞「日本人の子どもは皆，はしの使い方を知るべきである」という命題について，賛成・反対の理由を考えてディベートを行います。
＜言語材料＞ S+V+O+O (O=how to) / 代名詞のうちitが名詞用法の節をさすもの / 関係代名詞の非制限用法 / 現在完了進行形 など
	フォークやスプーンの使用が増える中で，はしを使うことの是非について，クラスでディベートを行います。
	

	
	11
	17  Aging Problems
＜題材＞社会問題になっている少子高齢化について考えます。世代ごとの男女比，年齢別構成比，100歳以上の人口の男女比それぞれの変遷を表したグラフを読み取り，この問題についてディベートを行います。
＜機能・表現＞「老人にとっていちばん良いのは家族と共に暮らすことである」という命題について，賛成・反対の理由を考えてディベートを行います。
＜言語材料＞ S+V+O (O=if節) / 関係副詞 など
	明確なグラフを読み取りながら，少子高齢化の事実をクラス全体で認識してディベートを行います。
	第

２

学

期

期

末

考

査



	
	11
	18  Violence and the Media
＜題材＞年々増加する犯罪行為について，テレビで放映される暴力シーンとの因果関係について考え，ディベートを行います。
＜機能・表現＞「子どもは暴力シーンのある番組を見るべきではない」という命題について賛成・反対の理由を考え，ディベートを行います。
＜言語材料＞ S+V+C (C=過去分詞) / 分詞構文 / 助動詞＋受け身 など
	グループごとに，犯罪と暴力シーンの関係について考え，暴力シーンのもたらす影響力についてディベートを行います。
	

	
	11
	19  Speech & Drama
＜題材＞大勢の人を前にしてスピーチを行う際に気をつけなければいけないことなど，具体的な例を参考に，スピーチの仕方とドラマの演じ方について学びます。
＜機能・表現＞スピーチをする手順を学び，発表します。また決められた場面でドラマを演じていきます。
＜言語材料＞ S+V+C (C=過去分詞) / 分詞の慣用表現 (I had fun playing ～) など
	クラス全員の前で，あらかじめ準備をしたスピーチやドラマの発表を行います。
	

	
	11
	20  Shakespeare
＜題材＞謎の多いシェイクスピアの生涯について深く知り，知識を高めます。さらに，イラストをもとに，自らドラマの台詞を考え，発表をする方法を学びます。
＜機能・表現＞各自でテーマを考え，3分間ドラマを作り，実際に演じていきます。
＜言語材料＞ S+V(be)+C (C=that節) / S+V+O (O=what節) / S＋seem＋to不定詞 / It＋be＋～＋that節 / 関係副詞の非制限用法 / 仮定法 など
	グループごとに自由にシナリオを考え，3分間のドラマを演じます。
	

	
	12
	21  Personality
＜題材＞人のなにげない行動は，全てその人の性格によって成り立っています。電車の中での行動や，ある女性弁護士の言動などから性格を分析し，それを表す表現を学びます。
＜機能・表現＞ペアでドラマを作り，状況や役の性格を考えたうえで，ロール・プレイを行います。
＜言語材料＞ S+V(be)+C (C=what節) / S+V+O (O=what節・whether節) / S+V+O+O (O=when節) / S+V+O+C (C=原形不定詞) / 前置詞＋関係代名詞 など
	ペアごとに与えられた場面，または自由に設定した場面でドラマを作り，感情を込めながら，ロール・プレイを行います。
	

	
	【課題・提出物等】

1.　授業中に使用するハンドアウト　　2.　コミュニケーション活動の自己評価用紙

	
	【第２学期の評価方法】

1.　定期考査成績，グループ活動参加態度，ハンドアウトの提出物，自己評価用紙で評価

2.　評価の割合は定期考査５０％，平常点（提出物，授業態度）３０％，自己評価用紙２０％



	第

３

学

期


	1
	22  Jokes & Humor
＜題材＞いくつかの英語によるジョークを読み，その楽しさを学びます。ジョークの「落ち」になる言葉を考えます。
＜機能・表現＞具体的なジョークを読みながら，例を参考に自分でジョークを考え，発表します。
＜言語材料＞ S+V+O+O (O=that節) / 分詞構文 など
	各自でジョークの内容を考え，作品を校内に掲示したり冊子として発行したりします。
	学

年

末

考

査

	
	1
	23  Traveling
＜題材＞国土交通省の資料をもとに，日本人の国内，海外旅行の傾向について考えます。他の国と比較しながら旅行に対する考えを深めていきます。
＜機能・表現＞旅行にまつわるいくつかのテーマの中から，１分程度のスピーチ内容を考え，クラス全体に発表をします。
＜言語材料＞ S+V(be)+C (C=that節) / 分詞構文 / according to / in addition to など
	異なるテーマから１つ選び，クラス全体で１分間程度のスピーチを行います。
	

	
	2
	24  Japan and the Japanese
＜題材＞日本の四季を感じさせる草花，気候の変化，行事，宗教などについて紹介されている文を読みます。英語で日本のことを説明する言い方を学びます。
＜機能・表現＞お正月やひな祭りなど，日本の行事について実際の自分の経験を交えて発表します。
＜言語材料＞ S+V+O (O=where節) / S+V+O+C (C=原形不定詞) / 関係副詞 など
	日本の行事について自分自身でより詳しく調べ、クラス全体に発表します。
	

	
	3
	25  Truancy
＜題材＞登校拒否に陥った少年の例や新聞記事から現代の教育問題について学びます。
＜機能・表現＞日本の教育で何が問題か。今日起きているさまざまな事例を参考に，自分の経験を踏まえながら考え，発言していきます。
＜言語材料＞ S+V+O (O=why節) / 助動詞＋受け身 など
	現代の教育問題について他人の意見を聞きながら，自分の考えを主張し，話し合いをします。
	

	
	【課題・提出物等】

1.　授業中に使用するハンドアウト　　2.　コミュニケーション活動の自己評価用紙 



	
	【第３学期の評価方法】

1.　定期考査成績，グループ活動参加態度，ハンドアウトの提出物，自己評価用紙で評価

2.　評価の割合は定期考査５０％，平常点（提出物，参加態度）３０％，自己評価用紙２０％



	【年間の学習状況の評価方法】

先に掲げた到達目標に照らし，１学期・２学期・３学期の成績を総合し，年間の学習成績とする。



	確かな学力を身に付けるためのアドバイス
	この授業では英語を多角的に用いていきます。学校や家庭以外の場面での表現も扱いますので，しっかり身に付けてください。課が進むごとに自分の考えを述べる場面が増えてきますので，表現を覚えたら積極的に使ってみることが大切です。グループ活動に積極的に参加して，英語を実際に使う時間を仲間と共有しましょう。また，正しい文法事項の理解，正しい綴りの書き取りもコミュニケーション活動には欠かせません。１つひとつを確認していきましょう。しっかり予習・復習をするように心がけてください。

	授業を受けるに当たって守ってほしい事項
	授業で配られるハンドアウトをファイルにとじて管理し，毎回持参してください。グループ活動などで自分の意見を述べる機会が多いので，辞書や各Unitのトピックに関連した資料も持参すると，より深く話し合いを進めることができるでしょう。


（２）評価の観点，内容および評価方法

	評価の観点および内容
	評価方法

	関心･意欲･態度
	コミュニケーション活動に関心を持ち，積極的に英語を用いて言語活動を行おうとしているか。自分の意見を正確に相手に伝えようとしているか。
	＊ペア，グループ活動への参加態度

＊授業中に使用するハンドアウト

	表 現 の 能 力
	日常のさまざまな場面で，自分の意見や考えなどを相手に伝わるように英語で表現できているか。表現方法に自分なりの工夫がされているか。
	＊授業中に使用するハンドアウト

＊発表内容や態度

＊自己評価用紙

＊定期考査

	理 解 の 能 力
	日常のさまざまな場面で使われる表現が身に付いているかどうか。また，相手の伝えようとしていることが理解できているか。
	＊授業中に使用するハンドアウト

＊発表内容や態度

＊自己評価用紙

＊定期考査

	知 識・理 解
	予習・復習，授業を通してより多くの言語表現，その背景にある文化についても理解できているか。
	＊授業中に使用するハンドアウト

＊発表内容や態度

＊自己評価用紙

＊定期考査


2/6
1/6

